
受験生向け企画③

私の好きな場所

　私が市大で気に入っているのは、中庭です。そこには広い芝生、立ち並ぶ木々、ベンチがあり、市大に来れば必
ず通る場所です。本部から借りた道具でキャッチボールやバトミントンをしたり、ベンチでおしゃべりをしたりと利用方
法は様々ですが、気候の良いときには風通しも良くてとっても気
持ち良いです。私はトライアスロン部に入っているのですが、春
はそこの芝生にビニールシートを広げて部活のみんなでお弁当

を食べます。ピクニック気分で楽しいですよ。
　大学が高校までと違うところは、授業の無い時間、「空きコマ」があることです。もちろ
んその時間を利用してレポートを書いたり勉強するということも必要ですが、外でゆっく
り友達とコミュニケーションをとることも大切だと思います。秋なんかはイチョウも綺麗で
すし、みなさんも市大の中庭でくつろいでみてはどうでしょうか。

友だちとくつろぐ中庭 すけさこ  み   ほ

国際学部国際学科４年　助迫 美穂

市大生には一人一人、キャンパス内でお気に入りの場所があります。友だ
ちと過ごしたり、思いにふけったり…。在学生からとっておきの場所を紹介
します。

まつやま   はやと

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 〈バドミントン部〉 （情報科学部３年　松山 隼人）
　こんにちは、市大バドミントン部です。私たちは現在、男子約30人、女子約20人で活動しています。練習日は基本的に水曜日、木曜日、土
曜日の週３日です。練習中はとても和気あいあいとしており笑顔が絶えませんが、大会などで成績を残すために厳しい練習を一生懸命頑張
っています。夏休みなどの長期休暇には合宿や部内試合を行い、お互いの士気を高めつ
つ、部員同士の仲を深めています。
　年間行事は、５月に新入生歓迎会、７月に県学生大会という一番大事な試合がありま
す。８月に合宿、１月には新年初打ち試合、２月には卒業生追い出し会などここにはまだ書
ききれない行事がたくさんあります。
　先にも挙げた県学生大会は、１部リーグと２部リーグにレベル分けされています。市大バ
ドミントン部は2007年までは１部リーグで活躍していましたが2008年に残念ながら２部リー
グに降格。現在１部リーグ昇格を目指して頑張っています。
　バドミントン部の部員はとても仲が良くみんなで遊びに行ったり、一緒にテストの勉強をし
たり、先輩後輩の仲もとても良い部活です。

目指せ、一部昇格！ 

　パスポート、スーツケース、必要なものを入念に準備し日本を飛び立った。しかし、
重要な準備を忘れていた。英語の準備である。研修先で英語をもっと話せたらと
思う場面が何度もあった。語学学校に関しては、ディスカッションの時間が多々あり、
自分の意見を伝えると同時に相手の意見を理解することが求められた。国籍がさ
まざまなクラスメイトと意見を交わすうちに文化や習慣、日本語と英語との違いが発
見でき新鮮だった。短い期間ではあったが語学研修に参加したからこその出会い
や発見があり、もっと世界を見たいという気持ちは強まった。その気持ちを大事にし
て、英語はもちろんのことさまざまな分野を学んでいきたい。

カナダ・バンクーバー ごとう むつみ

国際学部国際学科３年　後藤 睦

　広島市立大学は大塚交差点から20分ほど急な坂を歩いて上ったところに有り、学内では、様々な木々や花々
を観賞することができます。また、遠くの方に目をやると、ビッグアーチ、Acityのツインタワーや住宅街を挟むように、
左右に広がる山 を々望むことができます。
　春には桜、夏の万緑、周り一面が色づく紅葉や冬の雪化粧、季節によって大きく変化していく景色は私たちの
目を楽しませてくれます。

　私は５年間の学校生活の中で２カ所景色を存分に堪能できる場所を見つけました。
一つ目は情報科学部棟別館近くの石の椅子の近くから、もう一つは部室棟近くの階
段を上りきったグラウンドからです。どちらも大きな建物に邪魔されず壮大な自然を味
わうことができます。大学内にはもっと眺めの良い場所が隠れているかもしれないので、
残り少なくなった大学生活の中で探していこうと思います。
　学校に馴染むにつれて、この壮大な景色は当たり前になっていってしまいます。しか
し、この眺めが、明るく活気溢れる市立大学を支えているに違いないと私は考えてい
ます。

景観を楽しめる場所 かね こ  けい  た

情報科学研究科博士前期課程２年　金子 啓太

　芸術学部棟と工房棟の間が好きです。そこはそれぞれの建物を結ぶ
通路になっています。中庭や駐車場にも通じていて、たくさんの人が行き
交っています。風も通り抜けるのでちょっとした休息に最適の場所です。
　その場所に行くと、猫に出会うことがあります。猫を期待して向かうと、
だいたい会えません。適当に散歩しようという余裕をもった心で行くと、だ

いたい会えます。そんな時は自ずと向こうから寄ってきます。
　その場所では、アトリエにこもっていてはなかなか会えない他学部の友達にも会えることがあり
ます。お互い時間のある時は、他愛もない会話を交わしたり、時には芸術談義で白熱したり、差
し込んでくる赤焼けの夕日を眺めたり、青く染まる夜空に包まれたりもします。
　私はさまざまな物や人が交わり繋がってゆく、そういう場所が好きです。

交わり繋がる場所 はしもと  けんすけ

芸術学研究科博士後期課程２年　橋本 健佑
うめはら  たく や

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 〈演劇部〉 （情報科学部３年　梅原 拓也）
　こんにちは、市大演劇部です。私たちは現在12名で活動しています。練習日は毎週火
曜日で、基礎練習、台本読み、など役者らしいものから、椅子や棚を作るなど、大道具の練
習になるようなこともしています。部員同士の仲は非常に良く、練習の無い日にもみんなで
部室に集まってご飯を食べたり、ゲームをして遊んだりしています。また、春と秋に定期公
演を行っており、公演の直前には普段とは違う緊張感が生まれ、ただの仲良し集団では
ない本気を出した演劇部員たちの姿が現れます。
　演劇というと、「役者」のイメージが強くなってしまうと思うのですが、実際には数人の役
者と大人数の裏方たちで演劇を作っています。BGMや効果音を探して来て、絶妙のタイ
ミングで流してくれる音響さん、演劇をやる上では欠かせない舞台を作る大道具さんなど
など…。今いる部員も「日曜大工が好きで」とか「音響機器を動かしたくて」という理由で
入った人も多いです。「岩が作りたい」という変わった人もいました。人によって入部理由
がぜんぜん違うため、メンバーはみんな個性豊かで、全員がお互いの事を変わった人だ
と思っているようです。そんなこんなで非常に楽しい部活です。

クラブ紹介

個性派集団！

学生海外語学研修補助事業に参加して

バンクーバー美術館前広場にて（前列中央が後藤さん）

　「数を教えてあげる。アインス、ツヴァイ…」ドイツ語を勉強中だという私に、10歳く
らいの小さな女の子は数字を教えてくれた。ベルリンでの１カ月間、すべてが私の
“先生”だった。ホストファミリーやクラスメイト、店員とのやりとり、ひいては電車のアナ
ウンスや道端の広告までもが私の大事な“先生”であった。授業後の自由な時間も、
常にドイツ語、ドイツの文化を吸収し続けることができた。行きたかった美術館やギ
ャラリーにも足を運び、時間を余すことなく動き続けた。研修で得た行動力と学習
意欲を大学生活のさまざまな場面で活用していきたい。大事なのは「やりたいこと
は、一生懸命やってみること」。それが身にしみた研修だった。

ドイツ・ベルリン いしばし

国際学部国際学科３年　石橋 あゆみ

クラスメイトとともに（左端が石橋さん）

学生会館での練習風景
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